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台湾の間南語に就いて.
一一発音@半鼻音@転調及び台湾語歌謡に
現われる「来Jに就いて一一
瀧津英一
Uber den闇in-NanDialekt in Formosa (Taiwan). 1 
--Lautlehre，盟alb園Nasal， Intonationstransformationヲ
und die Bedeutung eines明Tortes“Lai5ヘ
das in den Taiwanschen Liedern oft erscheint一一一
Ei Iti T AKIZA W A 
~ 0 0 序
闘南語は漢語族〔シナ語族〉の一支流(一方言〉
である。王育徳に依れば，台湾の現在の総人口1700
万-1900万の約85%を占める nativeの台湾人〔本省
人〉の中の更に85%を占める福建系台湾人の母語で
あり，広い意味での福建語(一名聞南語〉に属する。
関南語は，福建省、の南部(慶門方言)，広東省の東部
(潮州方言)，海南島の東半分(海南方言)，新江省、
の南部(湖南方言)，東南アジア(フィリッピン，マ
レイシア等〉の華僑社会の約半分の人達， 日本在住
の台湾人9 カナダとアメリカ〔主として西海岸〕に
約20万居ると言われる台湾人，を含めて，総計約4000
万の人達に依って話されている大きな方言である。
王力は，漢語族(シナ語族〉を五つの音系に大別
した。官話音系，呉音系(蘇州語 a上海語)，閏音系，
E号音系(広東語)，客家語，である。間音系は，官話
音系，呉音系に次ぐ大きな音系である。又，筒音系
は漢語(シナ語〉の最も古い特徴を好く存している。
台湾で話されている間南語にはヲ不泉不j章Put4_
Choan5 Put4一Chiong'と言われている様に，泉州音と
I章州音とが混在している。その原因としては，泉州
府Choan'-chiu'-hu'と津州府Chiang'-chiu'-hu'の
人々が台湾に移住して来た為に，夫々の出自の言葉
が持ち込まれて混在した結果，現在の台湾語(台湾
の間南語〉が出来上った。台北市では泉州方言の要
素が強く，台南市では津州方言の傾向が強い。
王育徳に依れば，泉州方言と津州方言(及び潮州
方言〉とは6世紀頃に分岐し， r章州方言と潮州方言
とは7世紀頃に分れたとされる。 17世紀頃に泉州方
言と湾州方言とから台南方言が形成され，又，その
頃に泉州方言と湾州方言とから慶門方言が生まれ
た。台北方言は泉州方言の要素が強く，それだけ度
門方言に近い傾向を持つ。
関南語では，一個の漢字には(文言音)と(口語
音)とが対応する。例えば， 1"雨」にはu'(文言音)
とho7(口語音)との二種類の読み方が有る。「花営
開」はhoa1 tong' khai' ((文)，と hoe'tng' khui' 
(ロ)，である。
語頭子音〔声母〕の中には，有気音と無気音の対
立が有る子育も有る(後述)。
王育徳の研究に依れば，間南語では口語音の上に
文言音が被さって，現在の一字二音(一漢字に対し
て文言音と口語音との二つの発音が有る)が形成さ
れたと云う。
津川、|音と泉州音との違う例としては， (津州音)の
]は(泉州音)の 1Vこ対応する場合がある。
「今仔日Jkin'-a'-jitB (津川、1)はkin'-a'-litB(泉州)。
「風愈寒Jhong' ju' koan5 (津州)はhong'lu' koan5 
(泉州)。
韻母の違う例としては
「鶏Jke' (津州)(台南)， koe' ((慶門)(台北)，
kai' (泉州)， koi' (瀬川、1)，
「洗Jse' (1章州)(台南)， soe' (慶門)(台北)，
sδi' (泉州、1)，soi' (潮州)，
「底Jte' (津州)(台南)， toe' (慶門)(台北))，
tδi' (泉州)， toi' (潮州)，
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などである。
関南語は正書法が確立されていないので，一つの
発音に対して種々な文字が使用されることも有り，
又，当て字(音を借用した当て字や意味を借用した
当て字，など〉も使われている。例えば， e5r……の」
という意味の「助詞」に対して，しばしば「的」が
使われるが，これは当て字である。
漢字「的」の声調は入戸であって， e5陽平の声調とは
全く別のものである。王育徳は「今」を使用してい
る。今迄にも，多くの人達が種々な書き方の提案を
しているが，現在でも正書法が未だ決められていな
い。音と声調は有っても，漢字が確定出来ないこと
が有る。例えば，r今迄に」と言う意味で。 kau3-tan'
(口語)対して，i惨今」と書かれるが， i今Jkin'は
当て字である。 tan'に対応する正当な文字は知られ
ていない。
此処では，王育徳『台湾語入門.1(1972年，風林書
房〉及び王育徳『台湾語初級.1(1985年， 日中出版〉
の漢字(シナ文字〉を主として使用する。これは古
音や中世音をも考慮して定められているからであ
る。又，発音表示は，教会羅馬字と呼ばれているw-
Campbell (甘為震)r ADictionary of the Amoy 
Vernacular (慶門音新字典)J(1924年，再版)のロ
ーマ字を主として採用する。この表示法は歴史が比
較的古く，又，文献も多いからである。再度， r主と
して使用する」と述べた理由は，著者の見解に依り，
一部分を訂正したからである。
本書では次の記号を用いる。
< )は方言や文言音， 口語音，等を示して，そ
の区別を明らかにする為に用いる。例としては， (泉
州)泉州音， <湾州)津州音， <潮州)潮升|音， <台北)
台北音， (台南)台南音， (文}文言音， (口)口語音，
等。
( )は国際発音記号での表示や文法的な説明に
使用する。例としては， i紅色Jang5-sek4 (aU' _ 
sek4)， r落葉Jloh8-hioh8 (10ワ83_hio? 8)， r請」
chhiaN2 (ts'ia-2)， r看JkhoaN3 (k‘oa-3)，等。
〔ーワ〕は声門閉鎖を示す。〔一‘〕は有気音， (一つ
は鼻音(半鼻音〉を表わす。又， (動〕動詞， (名〕
名詞， (形〕形容詞， (助〕助詞， (量〕量調，等0
91.発音
聞南語の発音の概略に就いては，この論文の理解
を容易にする為に，王育徳『台湾語入門〈前掲).1に
従って述べる (H及び92に引用)0<台北)
聞南語の発音を声母，韻母，声調の三要素に分け
て考えよう。一個の音節は， (声母)+(韻母〉で構
成され，更にそれに声調が被さったものとして把握
される。韻母は(介音)+(主母音)+(韻尾〉と分
解し:得る。
1・1 声母 (17種〉
声母は語頭子音であって，計17種である。
p (p)軟らかい息のパ行の頭音。〔無気音〕
ph (p‘〕普通のパ行の頭音。〔有気音〕
〔一つは有気音を表す。
b (b)パ行の頭音。〔濁音〕
m (m)マ行の頭音。〔鼻音〕
t (t)軟らかい息のタ，テ， トの頭音。〔無気
音) (ts)では無い。
出 (t‘〕普通のタ行の頭音。〔有気音〕
(1)ラ行の頭音。日本語の(r)でなくて(1)。
n (n)ナ行の頭音。〔鼻音) r台日大辞典」
では「ヌ」と表示する。
破裂摩擦音
ch (ts， taJチ， ツの頭音。〔無気音〕
chh (ts'， t.Iつ 強い怠のチ，ツの頭音。〔有気
音〕
(dz， d2;'Jザ行の頭音。〔濁音〕
s (s，.G)サ行の頭音。
k (k)軟らかい患のカ行の頭音。〔無気音〕
kh (kつ普通のカ行の頭音。〔有気音〕
g (g)ガ行の頭音。〔濁音〕
ng (uJ鼻に掛ったガ行の頭音。〔鼻音〕
h (h)ノ、行の頭音
1 • 2 韻母 (41種〉
入声を除いて全部で41種，原則として， (介母)十
(主母音)+(韻尾〉から成る。介母は介音とも言う。
主要なものは主母音で， 6種類有り，第1図の様に
分類される。
主母音
i(i)鋭いイ。
e (e)鋭いエ.フランス語のeに近い。
e (a)ア. 日本語のアに近い。
0・〔コ〕広いオ.日本語のオに近い。
o (0)狭いオ.日本語のヲに近い。台日大辞典で
はヲと表示される。
u (u)鋭いウ_<泉州方言)にはドイツ語の己(iJ
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第 l図 主母音
に近い音が有る。
主母音をも含めて，韻母は次の様に整理される。
陰韻 (16種〕
a al au e 。。
CaJ CaiJ CauJ CεJ CコJCoJ 
1u la lau 10 
CiJ CiuJ CiaJ CiauJ CioJ 
u ul oa oal oe 
CuJ CuiJ CoaJ CoaiJ CoeJ 
半鼻韻 (10種〉
aN aiN auN eN oON 
CaJ CaiJ CauJ C芭JC 5:J 
iN iuN iaN 
[iJ CiuJ CiaJ 
oaN oaiN 
CoaJ CoaiJ 
台湾語の特徴の一つで，桧韻を鼻にかけて発音
する。 Nは半鼻音の記号であり， -Nの前の母
音が半鼻韻化されることを表す。教会羅馬字では
発音表示のローマ字の後に上添号号 n を用いて
いるが，此処では Nを付ける。半鼻音は聞き手
の聴覚に「甘い」響きを与える。
陰韻と半鼻韻には原則として-hC-?J (声門
閉鎖〉に終る入声(にっしょう〕が対応する。
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陽韻 (13種〉
am an ang eng ong 
CanJ CalJ JCelJJC，OlJ J CamJ 
????
?
?
?
???
? ?
????
「
?
??
???
???「?
????
??
??
??
lOng 
CiolJJ 
un oan 
CunJ CoanJ 
陽韻入声
ap ~ ak ek ok 
CapJ CatJ CakJ CεkJ CokJ 
ip iap it iat iak iok 
CipJ CiapJ CitJ CiatJ CiakJ CiokJ 
ut oat 
CutJ CoatJ 
此等の入声では， C -pJ， C -tJ， C -kJの音は殆
ど聞き取れない程度であるが，時としては明瞭に聞
こえることが有る。
芦化韻 (2種〉
m ng 
CmJ C lJJ 
此等の声母と韻母とを組合せて一つの音節を作る
のであるが，李忠敬:r音韻.1(1985年，商務印書館〕
は，漢語(シナ語〉の一音節を表示するのに， (声母〉十
(介音)+(主母韻)+(韻尾〕の 4個の座を用意す
る。間南語でも，声門閉鎖記号hと半鼻音記号Nと
を韻尾に含めて 4箇の座を用意すれば好い。例え
ば， I中Jt十1十o+ng，I黄Jct+ct十ct+ng， I晴1
6十位+m+φ，I姓Js十ゆ十i+N，I情Jch+ゆ十巴十
ng， I東Jt十φ+a+ng，I着Jt+i十0十h，I菜Jchh十
a+i+φ， I人J1十φ+a+ng，等である。 φはゼロ
記号である。
1・3 声調
声調は七声〔七種類〉を区別し，他に軽声が有る。
声調はローマ字発音表示の終りに数字〔上添記号〕
で示す。(第2図参照〕
58 瀧津英一
陰平 l
陰上 2
陽去 7
陽平 5 3 
陰去
陽入
旦二二二二==I So 
Mi 
4一一一一長::IDo
陰入
第 2図 声調表
1.高平調(陰平〉 高く平らに。
So音程度の高さ。
2.下降調(陰上〉 高い所から急に下がる。
So音から Do音に。
3.低平調(陰去〉 低い所で下り気味に。
Do音の高さ。
4.低平短調(陰入〉 低く短促に。 Do音の高さ。
5.上昇調〔陽平〉 低い所から高く上る。
Do音から So音へ。
7.中平調(陽去〉 中位の高さで平らに。
Mi位の高さ。
8.高平短調(揚入〉 高く短促に。 Soの高さ。
o.軽声第3声と第 4声の中間位で，弱く。
第6声(陽上〉は，現在では第2声(陰上〉と合
同しているので，声調の種類は七戸となっている。
(潮州方言)では第6芦〔陽上〉が保存されている。
教会羅馬字の声調符号では
1.記号無し
2. ノ
3. ¥ 
4.記号無し
5. '^' 
7. 
8. ， 
である。台日大辞典(上巻1931年，下巻1932年，台
湾総督府〉の声調符号では
1.記号無し
2圃/
3. ¥ 
4. I 
5. < 
7. 
8. 、
である。半鼻韻を伴うものは
1. 
2. . 
3. へ
4. f' 
5. c( 
7. ト
8. 市
と記される、
第 4声(陰入〉と第8声(陽入〕の語は-p，-t， 
-k， -h C ワ〕で終る。此等は中世音(障代の切
韻9 宋代の慶韻〉の入声(にっしょう〉に対応する。
閏南語では古音が好く保存されているので， 日本で
云う漢詩(近体詩〉や詞(ツゥ〉を作る時には，間
南語の発音(声調〉をそのまま踏襲すれば，詩や詞
(小唄〉の平灰式に合致させることが出来る。即ち，
第 1声(陰平〉と第5声(陽平)とは平声であり，
他は灰声である。押韻も容易である。共通語〔普通
話〕の基礎となった官話系の方言の発音と声調とは
古音や中世音と比べると非常に変化しているので，
此等の声調そのままでは，詩や詞の平灰式に合致さ
せることが出来ない。声調や音が変化した主な理由
比異民族(漢族ではない人達〉の支配の為である
と言われている。
~ 2 .転調
音節(文字〕が単独に現われる場合には，上記の
様であるが，音節(文字〉が二個以上強く連結して
いる場合には，即ち，複音節の単語や(構造)(文章
など〉であったりする場合には，複雑な転調
(Intonations-transformation)の現象が起こる。
三音節語を例に採って述べることにしよう。二音
節語は，それ自身で一つの纏まった単位であるので，
一つのアクセント核を持つ。このアクセント核は原
則として第2音節(軽声音部を除いた最終音節〕に
有る。このアクセント核は，本来の声調を保つ為の
ものであって，第 1音節には転調が起こることにな
る。
転調の法則は次の様である。
第1声>第7声「風吹Jhong17-chhe1 (凧〉
第2声>第1声「早起Jcha'l-khi' (朝〉
第3声>第2声「相簿Jsiong3'-pho・7(アルバム〕
第4戸>第8声「即満Jchit48-ma' (今，いま〉
「結婚Jkiat48-hun1 (結婚〕
第5声>第7声「縁投Jian57-tau5 (見目好い〉
第7声>第3声「省母Jpe73】bu'(父母〉
第8声>第4声「熟似Jsek84-saF (知り合いの〉
「賊仔Jchhat84-a' (泥棒〉
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p， -t， -kで終る入声(第4声と第8声〕は互
に入れ換わる (4→8，8→4)が， -hで終る入声
は〔ーワ〕の為に特別な転調をする。
第4声>第2声「主義頂Jtoh4勺eng2(机の上〕
「拍算Jphah42引 191(段取りをす
る〉
第8声>第3声「食銭Jchiah83-chiN5 (汚職をす
る〉
「笠仔Jloeh83-a2 (笠〕
「月膜Jgeh83-mi5 (月夜〉
「月光Jgeh83_kng1 (月光〉
但し，本来の 2声 3声よりは短く聞える。
又，軽声音節はその本来の声調が失われる為に，
前の音節にアクセント核が来る。
「後日Jau7 _jit80 (明後日〉
(参考~ r後日Jau74_jit8 (後日〕
「無去Jbo5 khi30 (無くなる)(助ける構造)
(参考~ r無去Jb057 khi3 (行かなかった)(存
現構造)
(構造~ (文章など〉では，あたかも一つの複音節
語の様に，一つのアクセント核で統括されるので，
長い文章では幾つかのアクセント核が認められる。
例えば
李仔/7果子，/晴通食多。/
Li21_a2/phaiN21 ke21-chi2， /m73_thang17 
chiah83 choε。7/
すももは悪いくだものだから，沢山食べてはいけ
ない。
斜線で，夫々のアクセント群を示す。「仔Ja2，r子」
chi2， r多Jchoe"，が夫々核音節となっている。
S 3.方言の差異
台湾の中での方言の差異を明らかにする為に，村
上嘉英『現代闘南語辞典.1p.522-524，を引用する。
(泉州方言)に近い(台北方言)と， 0章州、|方言〕に
近い(台南方言)とを対照する。
(台北~ (台南~ c例〕
韻母は
e oe 尾，未，吹
eh oeh 月9 説， t蔑
e 膜9 姉，減
1， U 猪
1， U u 煮，女，拳
iN 日N 星，青，平
iN 凄
1u 10 秋
1u 10 量，両
oe E 鶏，買，賓，多
oe 。 倣
oeh 巴h 八，節9 塞
0巴h，eh eh 要，笠
u 
u1 
uih 
un 
声母は
t， ch 
P 
th 
。 母
oe， oaJ 毎，梅，媒
oeh 血，抜
m 均，銀，斤，根，巾
ch 査〔ー晴〉
t 枇〔一杷〉
chh 担(担〉
j， 1 j 日，意
であるが，人に依っては声母や韻母が必ずしも同ー
とは限らない。例えば， r日」をjit8と発音したり，
時としては同一人が，lit8と発音したりして，発音に
揺れが起る場合も有る。
S 4.台湾の閤南謡歌謡に現われる「来」に就いて
「来Jlai"は，普通は〔動詞)， c接続詞)， c感嘆詞〕
として，次の様に使われる。
村上嘉英編:現代閏南語辞典 (1981年，天理大学
おやさと研究所発行，天理大学出版部〉を引用しよ
う。
〔動調〕①来る。
今仔日伊那無来。 Kin1-a2-jit8P na2 
bo5 lai5? 
今日彼はどうして来なかったんです
カミ。
② ください〔数に関する命令文の場合
にだけ使われる〕。
麺雨碗来， Mi5 nngにoaN2laPo
うどんを二杯下さい。
③ …ーしてくる。〔動作@状態が話手の
居る所へ向って来ることを表わす。〕陳
輝龍『台湾語法.1(1934年初版，再版;
1936年第3版，台湾総督府無名会〉は
〔添意動調〕と名づける。
鳥仔飛来。 Chiau2-a2poe1-1ai5o 
鳥が飛んで来る。
日頭出来。 ]it8-thau5chhut九lai50
太陽が出て来る。
④ ……出来る。常に「会Je"(出来るλ
「無会Jboe"(出来ない〉と共に使われ
る。やりとげることが出来る意。
読会来。 Thak8e laPo 
読むことができる。
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講携無会得来。 Kong3long3 be7 tit4 
lai50 
さっぱり話せない。
⑤ ……しようではないか。〔誘う意を表
わす。〕
日自来歌咽。 Lan2lai5 hioh4 khun30 
お互に休もうではないか。
〔接続詞〕…-・・して…一。〔三つの動作を接続する。〕
起火来煎濠水。 Khi2hoe2 lai5 choaN' kun2-
chui20 
火を起こして，湯をわかそう。
捧万来台UoGiah8 to' lai5 thai50 
万を持って切りつける。
〔感嘆詞〕さあ。〔人を誘いせきたてる時に使われ
る。〕
来，飲一杯。 Laj5， lim' chit8 poe' ! 
さあ，一杯飲んで。
来P奥3 走全焼。 Lai5oh4， than3 sio' 0 
さあきあ，冷めないうちに。
来来。一杯， Lai5 lai5， chit8 poe'。
さあさあ，一杯。
更に〔熟語〕としては
「来客Jlai5-kheh4 C名詞〕来客。
「来賓Jlai5-pin' I名詞〕来賓。
「来去Jlai5-khP I名詞〕行き来。
〔名調〕行き来。「有来去Ju71ai久khPC行き来
が有る〉
〔動調〕
①行く。坐電車来去Che'tian7-c凶 ia'lai5阻
khi30 
電車に乗って行こう。
② …ーしていく。
7 E。
我走来去，給看ー下。
Goa2 chau21ai5-khP， ka7 khoaN3 chit8 
私が走って行って，一寸見て来ます。
我即満要転来去食飯。
Goa2 chit4-ma2 beh4 tng2 lai5 khi3 
chiah8 png70 
私は今から戻って食事をしようと思いま
す。
「来歴Jlai5-1ek8 C名詞〕来歴，経歴。
「来往Jlai5-ong2 C名詞〕往復。
来往着幾日。 Lai5-ong2tioh8 kui2 jit8? 
往復には何日かかりますか。
〔動調J=往来 ong2-1ai5行き来する。
「将来Jchiong'-lai" C名詞〕将来
しかし「来Jlai5には，次の様な使い方も有る。
「来J+C動詞〕の例である。歌謡の句を多く採用し
た。
イ〕自由夢p 輿人(日阿〉来所害。 chu7-iu5-bang5，
hoマlang5CaO) lai5 so "2-haF 0 
ロ〉将院来放離。 chiong'((文~gun21ai5 pang3lFo 
ハ〉我比醐蝶，妹妹来比桃花。 moe7-moe'lai5 pi2 
th05-ho巴10
ニ〉天寿尖山(日阿喫)来鎮中央。 iau7-siu7c凶lIam'
soaN' Ca'-ueiO) lai5 tin3 tiong'-ng' (文)。
ホ〕隔S，要転来去地。 keh4-jit8，b巴h4tng2 laio 
khiO lao  
へ〉去新市仔，落車p 来就用行今世。
khi3 Sin'-chhF司a2，loh8-chhia'， lai5 chiu7 
eng7 kiaN5 eO lao。
ト〕為娘仔俵愛，来食話。
uF niu5-a2 ke2-ai3， laj5 chiah8 khui' (文)。
チ〉等待何時，君来採。tan2-thaFh05-si5， kun' lai5 
chhaFo 
イ)-チ〉の句の中の「来Jlai5は，無くても，意
味が通じる匂も有る。歌謡や会話であるから，一つ
Uこ』主
a)文章(句〉の調子を整える為に挿入されたこ
とも有るであらう。闘南語を母語とするこ三の人達
に質問しても，この様な答が返って来る。しかし，
この「来」は
b) C近い将来〕を表すと考えられる。イギリス語
やドイツ語の〔意思未来〕や， C単純未来〕を表す〔助
動詞J，若くは陳輝龍の言う〔添意動詞〕と名づけた
ら好いであろうか。但し，この場合の「来」は〔動
詞〕の前に置かれる。意味は「これから……する」。
イ〉は「人に依ってこれから妨害〔邪魔〉される」。
ロ〕は「私を放り出そうとする」。ハ〉は「妹妹(若
い娘〉は桃花に比えられよう」。ニ)I天寿尖山は中
央に鎮座している」。ホ〉は「翌日はもう帰らなくち
ゃいけないJoI来」は「これからJ，I要転」は「戻
ろうとするJ，I去」は行く。「粒」は〔語気詞〕。
へ)I新市へ行き， C新市で〕車をおりた後は，もう
歩くしかないのである」。
「落車」は「下車するJ，I来JIこれからJ，I就」す
なわち， I用」っかう， I行」歩く， I今Jと「世」と
は〔語気詞〕である。 ト〕は「あの娘(の為〕に懸
想してp 何も食べられないJoI来」は「仮愛」と「食
結」との二つの〔動詞〕を接続する〔接続詞〕と考
えて好いであろう。チ〉は「早く私を摘みに来て」。
台湾の聞南語に就いて. 1 
61 一一発音・半鼻音・転調及び台湾語歌謡に現われる「来」に就いて
「等待」待つ。「何時」いつの時。「君Jきみ，あな
た(男)0I来採」摘みに来る。「来」は〔動調JoI来
て摘む」か。「これから摘む」か。
「来Jの役割はイ〉では〔単純未来〕。ロ〉では語
調を整える為に使われている。又， Iこれから」。ハ〉
では二つの〔動調JI比」と「比」とを接続する〔接
続詞〕。ニ〉では語調を整える為に。〔未来〕とは考
えられないから。ホ)では「これからJC未来〕。前
出の「来去Jの〔動調〕②の例文の「来」も「これ
から」と解する方が好いか。「来去」は「これから行
く」。へ〉では「これからJoI就」は「そこですなわ
ち」。
ト)I来J+I食肪Jは「来」の結果として「食べら
れない状態になっている」か? I来」は〔動詞〕
か， C接続調〕か? チ)C動詞〕。
更に他の例としては
担起来拍凶iu'khF lai5 phah¥ 
引張り上げてなぐろう。
が有る。担khiu'(力強く〉ヲ|張る。「担起」ヲ|張り
上げる。陳輝龍は，この「来Jを〔添意動詞〕とし
ているが，担起〔動調〕と拍〔動詞〕との〔接続調〕
としての「来」の役割よりも，むしろ〔意思未来〕
の要素が強いものと思われる。〔誘う意向〕も有る
台、?
来坐 lai"-che' ! 
お座りなさい。いらっしゃい。
の「来」には〔添意動詞〕としての役割の他にも〔感
嘆詞J(呼びかけ)の役割も有る様に思われる。
此等の例を考えると， I来J+C動詞〕の「来」に
f-.t， 
a)語調を調えるために使われるもの。
b) C近未来〕を表わすもの，即ち「これから…ー
する」と和訳出来るもの。〔意志〕を表わす。
c) (動調〕と〔動詞〕を接続する〔接続詞〕と
して使用されるもの。
d) (動詞〕としての役割を果すもの， .lPち，陳
輝龍の云う〔添意動調〕としての役割を果すも
の。
e) I……しようではないか」と誘う意向を表わ
す〔動詞〕としての働きをするもの。
が有ることが知られる。
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